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図 時間固定費と削減費用の関係
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図に時間固定経費と削減費用の時間推移を示す。これによると、削減率が10%であっても、50時間の利用を行う
ことで効果が発現すると考えられる。

図 時間固定費と効果による削減効果の推移
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（１）作業スケジュールの適正化

本実証において、削減効果が高いと示されるのは耕耘・砕土・整地作業である。これ
については、小麦、水稲については、時期がずれることから、装着の煩雑さは解消され
ると考えられる。

しかしながら、これら以外の作業として、秋まき小麦の施肥作業については、水稲の
耕耘・砕土・整地、代かき、移植作業と重複する期間が多い。また、この時期は繁忙期
でもあることから、対象とする作業を明確にすることが必要である。

図 水稲、秋まき小麦の作業スケジュール
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（２）走行方法の検討

図 農作業機器運航方法と難易性

難易性が高いほど、切り返し時間を削除できることとなる。その一方で、従来はこれ
を実現するには、熟練の技が必要とされていた。しかしながら、オートステアを利用
し、事前走行ラインを作成することで難易度の高い運航法の実施も可能となる。これ
により、コスト削減効果をさらに高めることが可能となる。

２．岩見沢市は先進地帯
（３）ロボットトラクタ、協調型トラクタ、オートパイロットは何が違うのか？



【開発内容】

・農業者が導入するＧＰＳガイダンスシステムの機能増強（自動による各種予察情
報の入力及び作業情報の抽出）
・除雪作業車への道路縁データの自動挿入及び走行軌跡の自動抽出

・上記機能を同一の汎用型ＧＰＳガイダンスシステムで実施可能となるアタッチメン
トシステムの開発

【想定される効果】
・農業者の労働力削減及び生産性向上に資する機材導入の促進
・除雪作業車の作業性向上
・同一機材利用による導入コスト削減
・測位情報の有効活用によるＧ空間社会実現の促進

２．岩見沢市は先進地帯
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１．産地が同じでも生産者収量には大きな差がある．

収量（×100kg/10a） 収量（×100kg/10a）

13      17        21       25      29        33      37       41      45        48

40

20

10

0

30

生

産

者

数

50

全生産者数：177 A図：最高収量年（2001年）

産地平均
3730ｋｇ/10a

13       17       21       25      29       33       37       41      45       48

全生産者数：142 B図：最高収量年（2010年）

産地平均
2830ｋｇ/10a

(最高年の75％）

図-１．収量階級別生産者数の分布（馬鈴薯：北海道Ｋ産地）

（１）産地全体の収量アップのためには，低収量生産者の底上げが必要．
（２）そのためには低収量の原因を見極めることが必要．

最高収量年（Ａ図）と最低収量年（Ｂ図） （統計期間：2000年～2010年）
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２．生産者収量の年変動は産地平均の変動と同じか？

農地平均 Wさん Oさん

4500

3500

3000

2500

4000

（kg/10a)

収

量

統計期間：2000年～2010年

図-２．生産者収量と産地平均収量の年変動（馬鈴薯：北海道Ｋ産地）

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

Wさん

Oさん

産地平均
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３．変動が同じかどうか？は相互の相関を取るとわかり易い！

個別生産者の収量（kg/10a） 個別生産者の収量（kg/10a）

2010年

y=0.741x＋785

R2=0.940
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3500

産

地

平

均

収

量

4500

Kｇ/10a A図：相関の最も良いWさんの例

2500                    3000                   3500                    4000                   4500

2010年

y=0.035x＋3263

R2=0.002

図－３．生産者収量と産地平均収量との相関（馬鈴薯：北海道Ｋ産地）

相関の最も良い例（Ａ図）と相関の最も悪い例（Ｂ図）（統計期間：2000年～2010年）
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Kｇ/10a B図：相関の最も悪いOさんの例
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４．産地平均収量と相関が良い生産者は全体の１割程度しか居ない！

1

相関係数の階級

0.0～0.1         0.1～0.2 0.2～0.3 0.3～0.4 0.4～0.5 0.5～0.6 0.6～0.7 0.7～0.8       0.8～0.9 0.9～1.0

25

15

10

5

20生

産

者

数

全生産者数：131

13

17

4

11

19                   19

27

1

9

高相関：12％

11

30

0

図－４．生産者収量と産地平均収量との相関係数の階級別

馬鈴薯：北海道Ｋ産地 統計期間：2000年～2010年
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５．生産者間の気象格差を無くすと何が見えてくるか！？

1

生産者

2010年の収量

実測値 計算値 差

Mさん -350 -230 -120

Sさん -800 -915 115

生産者 気象格差を無くした場合の評価

Mさん 産地平均より 下

Sさん 産地平均より 上

-150 -100                      -50                         0                         50

光合成量の平年偏差

収
量
の
平
年
偏
差

(Kg/10a)

-1500

-1000

-500

0

500

産地平均Sさんの圃場 Mさんの圃場

-120 -70 -30

-800

-915

-230

Sさん2010年収量

-530

産地平均
2010年収量

Mさん2010年収量

-350

産地平均収量

平年値：3390

産地平均収量の予測式

ｙ＝7.618ｘ

R2＝0.921

図－５．産地平均収量の収量予測式（馬鈴薯：北海道Ｋ産地）

統計期間：2000年～2010年
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Kｇ/10a B図：Gさんの収量予測式
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６．気象に敏感な生産者とそうでない生産者の見分け方

光合成量の平年偏差 光合成量の平年偏差
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産地平均収量の
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Nさんの
収量予測式

y=25.085x

R2=0.9044
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R2=0.921
y=7.618x
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Kｇ/10a A図：Nさんの収量予測式
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図－６．個別生産者の収量予測式（馬鈴薯：北海道Ｋ産地）

最も気象に敏感な例（Ａ図）と最もそうでない例（Ｂ図） （統計期間：2000年～2010年）
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【目的】

農業の効率化及び生産性向上（資材投入量節減、単位収穫量向上）を目指すため、農業
生産者にとってより利便性の高い気象情報等を提供する機能を構築するほか、ゲリラ降雨
予測など住民の安全安心に寄与する情報として活用できる機能を構築

・市内13か所の気象ロボットを設置し、独自に気象観測を実施
・気象業務法に基づき、気象ロボット設置地点近傍13か所の天気予報を配信（一般市民向
け、農業者向け別にサイトを構築）
・収集された気象観測データを生育予測、病虫害予測情報配信の為の基礎データとして利用
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【効果】
（玉葱農家）

・防除資材の変更による費用の軽
減

（水田農家）

・生育予測情報に基づく、適正な用
水管理の実施

図 配信情報画面例 図 予測情報表示例
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３．リモートセンシングって何？



Landsat Web Sites

 http://geo.arc.nasa.gov/sge/landsat/landsat.html

 http://landsat.gsfc.nasa.gov/

 http://landsat.usgs.gov/

 http://earthexplorer.usgs.gov

 http://glovis.usgs.gov

 http://www.ohioview.org/

３．リモートセンシングって何？



（通常） （50ｃｍ解像度） （１ｍ解像度）

航空リモセン 衛星リモセン
解像度 高い（5cm程度まで） 中（衛星により様々）
取得情報 一般的にR・G・B・NIR R・G・B・NIR+α
取得範囲 狭い 広い
コスト 高い 広域になると安価

撮影周期 雲が無い晴天日 衛星により異なる

３．リモートセンシングって何？



３．リモートセンシングって何？



３．リモートセンシングって何？



３．リモートセンシングって何？

 
航空レーザ反射強度を用いた土壌水分マップ
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３．リモートセンシングって何？



３．リモートセンシングって何？



３．リモートセンシングって何？
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結果と考察
【SfMによる3次元形状データ作成】

左上：出芽期（ 2 0 1 4 . 4 . 2 2 ）
右上：出穂期（ 2 0 1 4 . 6 . 1 9 ）
左下：登熟期（ 2 0 1 4 . 7 . 7 ）

出芽期を基準とした差分



４．多様な情報をどうやって使うのか？

平成19年度 新農機新技術セミナー資料より



４．多様な情報をどうやって使うのか？

平成19年度 新農機新技術セミナー資料より



４．多様な情報をどうやって使うのか？



１．UAVによる情報取得及び情報の加工

（３）ＵＡＶで取得した画像情報をオルソ化し、それを基に圃場区画図を作成

大館市圃場区画鹿角市圃場区画

４．多様な情報をどうやって使うのか？



２．UAVと自律型農作業機器の情報連携による走行実証

現地走行ラインと結果（走行履歴） ～10cmよりも小さい誤差で走行～

鹿角市における走行実証 大館市における走行実証

４．多様な情報をどうやって使うのか？



５．これからの岩見沢市の農業～アジアNo.1の農業地帯へ！ 革新プロ

NDAS

生育センサ・可変追肥システム

収量センサ付コンバイン

各種予察情報

UAV
NDVI画像、
LiDARデータ等

準天頂衛星重複幅減少による
作業効率向上

スマートロボット＋既存GPS機器搭載有人トラク
タによる協調作業（人員変化効果）

テレマティクス

営農知見データ集約及び
営農支援情報配信システム

気象観測システム

地球観測衛星

DB

圃場区画図、センサ取得情
報、
作業履歴情報等

インターネット
適期作業計画情報

（圃場別）



目指す姿

５．これからの岩見沢市の農業～アジアNo.1の農業地帯へ！ 革新プロ



農作業適期情報
病虫害情報

メッシュ気象データ

気象観測データ

低層リモセンデータ 衛星リモセンデータ

作物生育情報
収穫予測情報

リモセンデータ

気象データ

生育阻害要因

営農ノウハウ

トラクタ・作業機データ

入力端末データ

作業データ

作業情報（作業方法、使用
する農薬・肥料などの仕様）

４次元空間（x, y, z, t）で規定
されるロジスティクス

作業の時期・内容のアドバイス

５．これからの岩見沢市の農業～アジアNo.1の農業地帯へ！ 革新プロ



SAR、可視光解析 SPAD値、cropspec

各種予察情報・作業適期情報

RS

気象

収量センサ

ロボット＋ISOBUS

作業履歴

DB

営農支援情報
（作業履歴、作業計画）

初年度
２年度目

集積情報のFB
最終年度


